
１

困
っ
て
い
る
こ
と

「
無
制
限
な
時
間
外
勤

務
」
と
「
年
休
が
取
れ
な

い
」
こ
と
で
「
疲
れ
が
と

れ
な
い
」
こ
と
が
今
年
も

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

欠
員
・
業
務
量
過
多
を
背

景
と
し
た
慢
性
疲
労
と
睡

眠
不
足
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

２

時
間
外
勤
務

看
護
職
で
は
患
者
、
家

族
の
対
応
に
よ
り
勤
務
時

間
内
に
記
録
が
で
き
な
い
。

専
門
・
認
定
の
業
務
は
通

常
業
務
終
了
後
に
し
か
行

え
な
い
こ
と
か
ら
、
時
間

外
勤
務
、
持
ち
帰
り
（
残

業
）
と
な
る
。
手
当
に
つ

い
て
も
完
全
支
給
と
な
っ

て
い
な
い
。
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

３

子
育
て
と
仕
事
の
両

立

多
く
の
お
母
さ
ん
が
求

め
て
い
る
の
は
「
院
内
託

児
所
」
で
あ
り
、
そ
れ
も

24
時
間
、
病
児
保
育
を
求

め
る
声
が
多
く
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

子
供
が
病
気
に
な
っ
て

も
「
年
休
が
取
れ
な
い
」
、

育
児
な
ど
に
よ
り
十
分
な

「
休
息
が
取
れ
な
い
」
こ

と
で
退
職
を
考
え
る
組
合

員
も
多
く
い
ま
す
。

４

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
資

格
取
得
の
改
善

参
加
費
等
の
予
算
、
参

加
す
る
た
め
の
休
日
の
改

善
を
求
め
る
意
見
が
多
く

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら

れ
た
意
見
等
に
つ
い
て
は
、

各
分
会
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

所
属
長
交
渉
、
病
院
事

業
庁
交
渉
で
改
善
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

５

職
務
専
念
義
務
の
免

除
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
で

も
多
く
出
さ
れ
て
い
た
学

会
・
講
習
会
な
ど
に
「
参

加
す
る
た
め
」
の
職
務
免

除
に
つ
い
て
病
院
事
業
庁

独
自
の
職
免
事
例
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

今
ま
で
週
休
で
の
参
加

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
職

免
で
の
参
加
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
分
会

委
員
会
で
報
告
を
し
ま
す
。

（
裏
面
参
照
）
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職
場
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

１

回
収
率
81
％
（
９
２
８
／
１
１
５
１
）

２

職
場
要
求
個
人
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め

昨
年
と
同
様
に
２
０
１
３
職
場
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
に
取
り
組
み
ま
し
た
。



6
月
14
日
～
16
日
に

青
森
市
で
第
40
回
医
療
研

究
全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
、

医
療
情
勢
、
組
合
の
活
動

状
況
等
に
つ
い
て
学
習
を

し
て
き
ま
し
た
。

１
日
目
、
立
命
館
大
学

の
唐
鎌
教
授
の
「
医
療
・

介
護
・
社
会
保
障
の
充
実

を
」
の
講
演
で
は
、
①
自

助
と
共
助
が
公
助
に
優
先

さ
れ
る
組
み
合
わ
せ
②
社

会
保
障
財
源
確
保
の
た
め

の
消
費
税
増
税
は
増
税
の

た
め
の
口
実
だ
っ
た
③

「
公
平
」
で
な
く
「
公
正
」

な
負
担
が
必
要
で
あ
り
、

国
が
行
っ
て
い
る
医
療
費

抑
制
に
つ
い
て
の
問
題
点

な
ど
に
つ
い
て
話
が
さ
れ

ま
し
た
。

２
日
目
は
、
17
の
分
科

会
が
開
催
さ
れ
、
「
医
療

政
策
と
看
護
労
働
」
の
分

科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
「
看
護

師
等
の
『
雇
用
の
質
』
の

向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
、
日
本
看
護

協
会
の
「
看
護
職
の
夜
勤
・

交
替
制
勤
務
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
看
護
師
の
長
時

間
労
働
や
勤
務
間
隔
の
問

題
に
つ
い
て
の
改
善
な
ど

に
つ
い
て
報
告
等
が
さ
れ

ま
し
た
。

報
告
で
は
、
12
時
間
の

二
交
替
制
勤
務
の
導
入
が

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
職
場

で
は
夜
勤
の
労
働
時
間
が

16
時
間
か
ら
12
時
間
に
な

る
こ
と
は
少
な
く
、
8
時

間
労
働
が
12
時
間
労
働
に

な
っ
て
い
く
こ
と
が
問
題

で
あ
り
、
８
時
間
労
働
で

勤
務
の
正
循
環
に
取
り
組

み
、
日
勤
か
ら
深
夜
勤
務

と
な
る
場
合
は
「
日
勤
の

午
後
半
年
休
」
や
「
職
免

＋
半
日
年
休
」
で
1
週
間

の
労
働
時
間
数
を
短
く
す

る
こ
と
に
よ
り
対
応
を
し

て
い
ま
す
が
、
早
出
勤
務
、

遅
出
勤
務
な
ど
の
勤
務
形

態
が
複
雑
化
す
る
問
題
も

あ
り
ま
す
。

３
日
目
、
一
関
市
病
院

事
業
管
理
者
の
佐
藤
元
美

さ
ん
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
医
療
の
あ
り
方
を
見
つ

め
て
」
と
題
し
て
住
民
と

医
師
が
直
接
話
し
合
う

「
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
」
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民

か
ら
の
苦
情
が
激
減
、
住

民
の
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ
、
未

収
金
の
減
少
に
努
め
、
医

療
の
質
は
住
民
と
の
話
し

合
い
で
高
め
ら
れ
る
と
し

て
、
平
成
16
年
度
病
院
事

業
全
部
適
応
以
後
、
病
院

事
業
全
体
で
黒
字
を
維
持

さ
れ
て
い
る
な
ど
の
話
が

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
て
の
感
想

東
北
に
は
15
年
ほ
ど
前

に
花
巻
で
行
わ
れ
た
医
療

研
究
全
国
集
会
に
参
加
し
、

遠
く
て
、
疲
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
参
加

し
て
全
国
の
取
り
組
み
を

学
習
す
る
と
病
院
組
合
の

運
動
に
不
足
し
て
い
る
内

容
が
分
か
り
、
今
後
の
活

動
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
多
く
の
役
員
が

参
加
で
き
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。

お
ま
け
・
・
肴
は
本
当

に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
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職務に専念する義務の免除に関する規則第２条第６号に該当する主な場合について

職務に専念する義務の免除に関する規則第２条第６号により、病院事業庁職員が職務
専念義務を免除される主な場合について、下記のとおり定め、必要最小限の時間につい
て職務専念義務の免除を承認するものとする。

職務上の教養に資する学術集会等に参加する場合

なお、学術集会等の範囲については、以下のとおりとし、あらかじめ所属長の承認を
得た場合に限る。
・法人格を取得している学会が開催する学術集会及びそれらと同等のものと所属長が認
める学術集会
・職員のスキルアップにつながると所属長が認める、研究会、講演会、講習会、その他
これらに類するもの


